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1
ManagementInformationSystemsとい う言葉が,耳 に入 るよ うにな っ
たのは,1960年代に入 ってか らであ る。 この言葉 は,今 日,日 常 語の ように
用い られ てい るに もか かわ らず,そ の正確 な定義付 けをなす ことは容易では
ない。すなわち,MIS(ManagementInformationSystemsの略称)と は
何 か と問われた とき,そ の返答は,ま さに様 々であ る。
また,こ の よ うな 定義付 けの 困難性を 解 明す る ことも,至 難の仕事 であ
る。 その理 由 と して 考 え られ ることは,ま ず 第1に,Management,Infor-
mation,Systemsとい う,3つ の用語の もつ意味 のあいまい さであ り,第2
に,そ れ らの用語の相互関連か ら派生す る様 々の エン トロピーに ある。
そ もそ も,ManagementInfomationSystemsとい う言葉 が登場す る必然
性は,1951年以来 の ビジネスの世界での,コ ソ ピュータの活用にあ った ので
あ り,1957年ごろには,す でに,TotalSystemの概念が確立 されていた ど
い う見方が一般的 であ る。
この見識は,コ ン ピュータの アプ リケーシ ョン と して,事 務 の機械化か ら
経営 の機械化 へ と展 開され る機械化 の歴史 の中にみ られ る,シ ス テム設計 の
概念に もとつ くもので ある。すなわ ち,MISの 概念 は,コ ソ ピ・一・タの高度
な利用形態を設計す る場合の,指 導理念 と して登場 したのが,そ の最初で あ
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ると考え られ る。
したが って,MIS概 念 の変遷過程は,ま さ し くコンピュータ ・ハ ー ドウ ェ
アの 発展過程 と対 応す るのであ るが,そ ㊧利用技術 と しての ソフ トウ ェア
や,そ の利用者 で ある ヒュ 一ーマ ン ウ=ア の 立 ち遅 れ が 原 因 となって,MISが
今 だに定着で きないのが実状であ ろ う。 む しろ,コ ン ピュータが一部 の専門
家 のお もちゃにな って しまって,真 の利用者 であるはず の経営 管理者達 の情
報要求が,ま った く無視 され てい るとい う見方が一般化 してい る。
MISに関す る文 献 と して,最 初に本格的体系化 を 試 みた著作 は,1り61年
にJamesD・Gallagherによって示 された ので あるが,そ こでの特徴は,コ
(1)
ソ ピュータがな くて もMISは 存在す ると明言 した ところにあ る。 この発言
は,決 してあや ま りでは なか った のであ るが,そ れ でな くて も あいまいな
MISの概念を ます ます混乱 させ る結果 とな る。
それ に拍車をかけ るかの よ うに,い わゆ るMISブ ームが登場 し,MISは高
度な経 営管理 をめざす人 々のキ ャッチ ・フ レーズ化 して しまったのであ る。
この よ うな 傾 向に 歯止めの 役割をはた した と 考 え られ るのが,Computer-
BasedInformationSystemsとい うアプ ローチの再燃 であ る。 そ の代表 的
存在 ともいえるのが,1967年に登場 したP・E・Rosoveらの アプローチであ
く　ラ
る。 こ こで は,コ ン ピ ュー タ な しのMISは 考 察 さ れ な くな る。
コ ン ピ ュ'一'タ・ベ ー ス の 情 報 シ ス テ ム は,主 と してN・Wiener .らに よ っ
て 開 発 され た,ManagementCyberneticsの影 響 の も と に,そ の 機 構 が ます
ます 精 緻 化 さ れ る と と も に,H.A.Simonら の 意 思 決 定 プ ロセ ス と マ ネ ジ メ
ン ト ・プ ロセ ス と の 一 体 化,J・W・ForresterらのIndustrialDynamicsか
らSystemsDynamicsの発 展,さ らに はRA・Johnsonら の 企 業 組 織 へ の
情 報 シ ス テ ム ズ ・ア プ ロ ー チ の 適 用 とい う試 み を 摂 取 す る こ とに よ っ て,次
　 くの
第 に 発 展 へ の 途 上 に あ る と 考 え られ る 。
(1)MIS文 献 目録No・11参 照.
(2)MIS文 献 目録No・29参 照.
(3)MIS文 献 目録No.1,No.8,No・10,No'27参照.
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しか しなが ら,こ れ らの 事実 を指摘 したか らとい って,MISの 概念は,
解 明 されない。 そのためには,す でに指摘 した よ うな概念上 のエソ トロピー
か ら解 明 しは じめなければ な らない のであ る。 そのなかで も,Management
概念 の統一的理解は,困 難 きわ ま りない課題 であ る。 、
このマネジ メン トの統一概念については,1962年に,カ リフ ォル ニア大学
経営大学院に おい て,H・Koontz教授を座長 と して,ア メ リカにおけ る多数
の経営学者お よび経営専 門家 を集め て,検 討 を加えた例 もみ られ るが,結 果
的には,そ れぞれの学者が,経 営管理過程学派,経 験学派,社 会 システ ム学
派,意 思決定理 論学派,数 理学派 とい う各 々の立場 に よって議論す るため,
いわば 「意味論のジ ャングル」 の中に迷い こんで しまって,こ のマネジ メン
トの統一理論をめ ざす討論会 において も,真 の結論には達 しえなか ったので
(4)
あ る。
これ に 匹 敵 す るMISの 概 念 統 一 を め ざ した パ ネ ル 会 議 は,1971年 に ア メ
リ カの 経 営 情 報 シ ス テ ム協 会(TheSocietyforManagementInformation
Systems)の主 催 に よ っ て,多 数 の 専 門 家 を 集 め て,"WhatisAManage-
(5)
mentInformationSystemsP"とい う論題 の もとにお こなわれたのであ る。
しか し,群 盲象 をなで るの例 えの よ うに,そ れぞれの立場 か らの理解を交又
させ るのみで,と うてい結論には到達 しなか ったので ある。そ こでは,MIS
の構成要 素お よび 目標について,若 干の同意点を えたにす ぎず,そ の定義付
けや概 念枠につ いては,ほ とん ど出発点 の ままで ある。
本稿は,組 織機構 と情報 システムとい うテ ーマのもとに,MISPerspec-
tivesを展 開ナ る ことに よって,い わゆ るMISの 系譜を さ ぐる 意図で試み
た ア プ ロ ー チ で あ る 。 し か し な が ら,そ のPerspectivesさえ も 困 難 を き わ
め,こ こ で の 展 開 は,ま さ に 暗 中 模 索 の 中 で の 若 干 の 手 が か り ら し き も の を
示 す に す ぎ な い の で あ る 。
、(4)TowardaUnifiedTheoryofManagement,edjtedbyHaroldKoontz,
1964.参照 。
(5)WhatIsaManagementInformationSystem～(Chicago:Sodetyfor
MタnagementInformationSystems・ReportNo・1・1971)参照.
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皿
経営組織の概念は,あ る共通の目標を達成す るための協働体系をあ らわす
ものであ り,そ の構成は,次 のように示 され る。
一離ゴ繋i灘
経営組織に 相 当す る英 語には,OrganizationとSystemの2つがあ ると
考 え られ るが,こ れ ら2つ の用語の概 念比較 を示せば,次 の通 りであ る。
OrganizationとSystemの概 念比 較
、痴
「自一4L竺 」 Organization System
重
?
?
主 題
性 質
動 き
人 間 構 成
権 限 委 譲 ,
責任と権限の明確
静 態 的
上 → 下への分化
経 営 活 動 体
method,procedure
動 態 的
下 → 上への積み上げ
したが って・経 営組織 は,Organizationと.Lての管理組織 と・Systemと・
しての管理組織 と作業組織に よって構成 され る。 どち らか といえば,前 者 は
ToPDown方 式の組織構成で あるのに対 し,後 者 はBottomUp方 式の組
織構成 であ るといえる。
経 営組織の 近代化を 論ず るばあい,OrganizationとSystemの両方 を取
りあげ る必要が ある。近代化は,そ もそ も,権 限の委譲 をそ の出発点に した
と考え られ る。 しか し,や が て静態的組織 では対処 しきれ ないほどの激 しい
変革が 企業環 境を 襲 うことにな る。 技術 革新 の急進,企 業 間競争の激化,
オー トメーシ ョン化 の浸透な どであ る。そ のため に,組 織 自身 も,マ ネジ メ
ン ト活動を体系的,総 合的 に 把握す る 動態的組織を 確立せ ざるを えな くな
ってい る。 究極的に言 え るこ とは,経 営組織 の近 代化 は,Organizationと
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Systemの両方が表 裏一体 とな って,つ ま り静態的 な ものと動態的 な もの と
が一体化 してい くところにみ いだす ことがで きる。
ここでは,ま ず伝統的(あ るいは古典的)組 織論 か らシステム概 念に よる
近代的組織論への発展過程を ながめ,そ こにおけ る組織機構(organization
Structure)と情報 システムとの関連 を考察す る。
個 々の モデルにつ いて考察す る前に,組 織論研究 の全体 の流れを と らえて
み る と,ま ず伝統的組織論か ら出発 し,つ ぎにその批判 と して登場 した人間
関係論が あ り,つ ぎにそのいずれ に も 属 さない,官 僚制学派,職 能組織学
派,意 思決定学 派な どが あ り,最 後にそれ らの総 合化 と してシステム概 念に
よる近代組織論(シ ス テム学派)が ある。
この よ うな組織機構 の発展 と概念 モデル の変遷 を整理すれば,次 の通 りで
あ る。
組織機構の発展と概念モデル
A伝 統的組織論一伝統モデル(TraditionalOrganizationMode1)
B官 僚制学派一官僚制モデル(BureaucraticMode1)
C人 間関係論一人間関係モデル(HumanRelationsMode1)
D職 能組織学派一職能モデル(ProffesionalModel)
E意 思決定学派一意思決定モデル(DecisionMakingMode1)
Fシ ステム概念による近代組織論一組織システム ・モデル(Organizational
SystemModel)
伝統 モデルの特徴 は,経 営管理者 の職能分析 を通 じて,管 理 の諸要素 と諸
過程 を考察す るところにみ られ る。 またそ の 基本概 念 としては,(1}Struc一
加re,(2)Hierarchy,(3)Authority,(4)Specialization,(5)SpanofControl,
{6}LineandStaffなどが あげ られ る。 この モデルに対す る批 判は,人 間の
個 々の意思を無視 した点に集中す る。
公 式組織 を経営学的にではな く,社 会科学的 に 扱 った のが,MaxWeber
に代表 され る官僚制 モデルであ る。 この モデルの特徴は,人 間の気 ま ぐれ を
最少 とす るよ うな没個人的 あるいは非個 人的で しか も機械的な官僚機構 を も
つ組織をつ くることが,最 も効率が よい と主張す るところであ る。
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人間関係 モデルは,こ れ ら2つ のモデルのあま りに も機械的,非 個人的な
見方に対 す る反動 と して生れた。 このモデルの特徴は,人 間の 自由意思を尊
重す るところにみ られ るが,あ ま りに も人間 の非合理的 な側面を強調す る結
果,意 思決定の合理性 をゆがめ,経 営 能率 の低下を まね くにいた った ので あ
る。
伝統 モデルで も,人 間関係 モデルで も注 目 しなか った,組 織におけ る知識
に着 目したのが,職 能 モデルであ る。 このモデルの論理上 の矛盾は,一 方 に
おけ る伝統 的官僚 メカニズム と,他 方におけ る非画一的な革新 性を両立 させ
よ うとす る ところにあ る。
意思決定 モデルは,H.A.Simonの管理人 モデルに 特徴づけ られ るよ う
に,人 間 の意思決定者 と しての合理性や能力の限界 を前提に,組 織的意思決
定過程 のモデル化 を試み た ものである。
組織 システム ・モデルは,組 織を システ ムとみ な し,統 合的,体 系的 に と
らえる見方 として登場 した ものである。 このモデルは,ω 個 人,② 公 式組
織,{3}非公式組織,{4}地位 と役割 のパ タ ーン(マ ネジ リアル ・リーダーシ
ップ),《5)物的環 境か ら構成 され る。
以上 の よ うに,マ ネジ メン ト活動を支え る組織機構 の発展過程について,
それぞれ の組織機構 の基盤 とな る人 間観 の相異に着眼す ることこそ,ま さに
重要 であ る。
こめ人間観の相異に よって,組 織機構 のあ り方が分類 されたのであ るが,
と くに人間的要 素をめ ぐる コ ミュニケーシ ョンと情報 の問題は,そ ρ発展過
程 の原動力 とな ってい る。
、 皿
現代の マネジ メン トは,激 動す る環 境の中で,絶 えずそ の環 境の変化 に適
応す るための経 営革新 を遂行 しなければな らない情 況に おかれ てい る。す な
おち,現 代経 営は,外 的 お よび 内的な環境的存在 と しての 有機 的な システ
ム として,と らえ られ る。 しか し,経 営 システム(managementsystems)
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は,た んなる有機 体ではな く,つ ねに環境の変化 に適応 しなが ら,歴 史的に
も累積的進化 の過程 をた どる有機的組織体であ る。
A.M.McDonoughらの定義に よれぽ,経 営 システムの第1の 意味は,組
織に おいて論理 の用途 に貢献す るあ らゆ る活動 をあ らわす ものであ る。 この
よ うに広義の意味 での経営 システム とい う言葉 は,組 織内 のあ らゆ る階層に
おけ る人 々の システ ィマテ ィックな思考 の ことで あ り,ま たそ の思考の結果
を含 まなければな らない。 この意味の経営 システ ムは,マ ネジ メン トを発展
させ る考えを提供 し,ま た この考 えは絶えず マネジ メン トを改善す る 目的 に
役立 っている。
ManagementSystemsとい う言葉 の第2の 意味は,組 織 の中の個 々のシ
ステムを全体 と してみ るときに用い られ る。す なわち,経 営 システ ムは,外
的環 境 とのあいだに存在す る,よ り大 きなシステ ムのなかの システ ムと して
くの
と らえ られ る。
経営 システムは,現 実には財 または用役を商品 として生産,供 給す る社会
的 ・経済的 ・技術 的 システムで ある。 さらに,資 本主義経済 のなか において
は,経 営 システムはあ き らかに企業組織であ る。
今 日の複雑な企業組織 におけ るマネジ メン トの職能 は,企 業 内の各 オペ レ
ーシ ョナルな レベルで の活動を調整 し,企 業全般 にわ た る 目標 のハイラーキ
ーを ,企 業内外 の環境 の変化に照 らして適応化す ることである。 このために
は,企 業 を,さ まざまのサ ブシステムか ら構成 され る1つ の トータル ・シス
テムと して 把握す るとい う システムズ ・アプ ローチ を 採用す ることに よっ
て,従 来 とは異 なるマネジ メン トの諸職能 の統合化が要 求 され ることになる
のであ る。
ここで,経 営 システムの構成 は,一 般的 に言 えば,(1)人,金,物(構 成
要素),② 組織構造(配 置配分),(3)意思決定(計 画 と統制の フ レームワー
ク),(4}コミュニケ 一ーシ ョン(情 報 伝 達)と い う4つ の要 素に よって特徴づ
け られ る。
(6)MIS文献目録No・22参照,
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そ こで,こ れ らの諸要素が どの よ うに相互作用 してい るかを と らえるため
に,経 営 システ ムを通 じての フ ィー ドバ ック ・メカニズムが必要 とされ るの
であ る。
企業組織のなかで,経 営 システ ムを支 える2本 柱 とな ってい るのが,組 織
機構 と情報 システムであ り,そ の関連 は次 の よ うに示 され る。
マ ネ ジ メ ン ト
(management)
/＼ 一ノ
/＼ 一
/一'"x
組 織 機 構 情 報 シ ス テ ム
(organizationstructure)(informationsystem)
こ の 組 織 機 構 と 情 報 シ ス テ ム と の 関 連 に 着 眼 して,そ の 相 互 作 用 を と らえ
る た め に は,と くに 情 報 シ ス テ ム ズ ・ア プ ロ ー チ を 採 用 す べ き で あ ろ う。
そ もそ も企 業 組 織 を シ ス テ ム概 念 に よ っ て と らえ る 傾 向 は,N・Wienerが
(7)
Cyberneticsの構想 を世に 出 した のが最初であ る。
企業組織についての単純化 され たモデルは,目 標達成 のために必要 とされ
る情報 の基本的流れを示す骨格模型 と して,R・A・Johnsonらに よって,次
(8)
の よ うに示 され る。
企業組織内の情報のフロー
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・尋一■一■一一 一 一 一 一
貯 蔵:
i手 続 きフ アイル
?
?
?
ッ
?
。?
?
?
?
?
?
?
? !鷹 書
オペ レー テ ィ ング ・シ ス テ ム
情報 の フロー
一→ 実 施 … 。・。→ フ ィ ー ドバ ッ ク ・コ ン トロ ー ル
(7)MIS文 献 目録No・1参 照.
(8)MIS文 献 目録No・27参 照.
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この よ うな企業組織 に対す る情報 システムズ ・アプローチのね らいは,意
思決定 のためのはっき りした客観的組織 を発展 させ る ことに あると考え られ
る。
経営 システムにおいて,情 報 は経営管理者 の意思決定 を補佐す る もの とし
て必須であ る。情報 システ ム開発 の 目的は,こ の意思決定 のための情報を,
組織的かつ動 的に把握 しよ うとす る ところに ある。
ここで,組 織機構 の変遷 をみれば,そ れぞれの基本的人 間観 の相異に よっ
て,と くに 人間的要 素をめ ぐる コ ミュニケ ーシ ョソ と 情報 の とりあつか い
は,そ の発展過 程の原動力 とな っている。すなわち,組 織機構 とは,経 営体
を管理す るため の組 織の仕組み あるいは枠組みの ことであ る。 さ らに,組 織
機構 とは,権 限 とコ ミュニケーシ ョンの システムであ り,そ の システムに沿
って流れ る情報や データを もふ くんでい るのである。
組織理論におけ る機構 とは,従 来 よりStructure(人間 と職務 の編成)で ・
あ り,シ ステ ム理論に おけ る機構 とは,Mechanism(機械的 しくみ)で あ っ
た ものが,両 理論の接近 に よって,新 たに機構 とは,N・Wienerの主 唱す る
よ うなOrganism(有機体)と して,組 織機構iとい う用語のなかに定着す る
よ うになってきた のであ る。す なわち,組 織機構 と情報 システムとは,人 体
にみ られ る解剖学的構造 と,神 経 システムにみ られ る生理学的機構 との結び
つ きにみ られ る ように,ま す ます有機的な接 合を,強 く要請 され るこ とにな
るのである。 マネジ メン ト・プロセス としての発展 も,そ の過渡的段階に お
け る現象 と理解 され よう。
現代 組織理論は,企 業組 織を,組 織 システ ムと して,き わめて 動 態的に
と らえ よ うとす る。 組織 システム の 諸構成要 素は,(1)Con1血unication,(2)
Balance,(3)DecisionMakingとい う3つ の統 合 プロセスを通 じて連 結 され
(9)
る と して,J・E.Rossは 次 の よ うに 図示 して い る。
(9)MIS交 献 目録No.48参 照.
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コ ミュニケーシ ョンは システ ムの異 なる諸部分を集めて関連 あ る1つ のパ
ターンに まとめあげ るネ ッ トワークで ある。 フォーマル組 織が システムの解
剖的構 造であ るとすれば,そ の生理的構造が コ ミュニケーシ ョンであ る。
バ ランスは,成 長,安 定,お よび相互作用 とい うシステム 目標 を達成す る
主要 手段 である。 且omeostatisと呼ばれ る システ ムの サイバ ネテ ィックな
属性で ある。
意思決定 は,H.A.SimonめManaging・・=DecisionMakingとい う見解に
も明 らかな よ うに,情 報 システムと行動 システム とのあ いだに,必 ず 介在す
る統 合の プ ロセス と して,と くに重要であ る。
情報 システ ム(コ ミ・ユニケーシ ョン ・プロセス),行 動 システム(バ ラン
ス ・プロセス),お よび 決定 システム(意 思決定 プ ロセス)と い う3つ の統
合の プロセスは,組 織 システムの形成 ばか りで な く,シ ステムズ ・アプロー
チの適用 をすすめ る場 合に,き わめて重要 な概念で ある。
IV
マ ネ ジ メ ン ト の 最 も基 本 的 な3つ の 職 能 は,計 画 化(planning),組織 化
(organizing),統制(controlling)であ る 。
こ こで,計 画 化 とは,組 織 を 統 合 す る活 動 とみ な さ れ,組 織 の 概 念 は,構
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造 か らプ ロセスへ と変化す る。 すなわち,組 織 は 「自己調節す るホ メオス タ
テ ィスな機構」 とみ なされ,統 制は他の諸機能を連結す る職 能である。
J・ERossによれば,情 報 システムに おける フ ィー ドバ ック ・コソ トロー
'ル の機能に よって,計 画化 と統制に おけ る各 レベルの機能は,次 の ような関
係枠に おいて統合 され6ig')
計 画 レベ ル 統制 レベル
?
?
?
?
?
?
ー
?
?
ー
_織 略計画
一→ 中期計画
一 短期計画
?
?
全般コント・司 一 一
管理コント・一ル ト ー
一 灘 コント・司
ー
?
?
ー
?
?
?
?
?
?
この ように,計 画化 と統制 の各機能は,動 態 的に反復す る循環 プロセスの
中で,ぬ け出せないほ どに相互に連絡 されてい るのであるが,こ こで,組 織
化 は どの よ うな役割をはたす のであろ うか。
これについて,J・E・Rossは,要す るに,経 営管理者は計画化 と統制を容
易にす る ように組 織化す る ことであ ると して,次 の よ うな関係枠に よって説
くの
明 して い る 。
一
プ ラ ン ニ ソ グ
(a)計画を達成す るた
めの組 織,(b)マジ メ
ネ ン トの諸活動 お よ
びパ ーフオーマ ンス
,の全般 にわた ってそ
の結果 と してお こる
コ ン トロールの観点
か ら開 発 された計 画
→
オ ー ガナ イ ジ ング
(a)組織 は計画 を行 動
に変換す る。
(b)組織 を通 じて実施
され た コン トロー →
ノレo
(C)組織は計画と統制
を容易にするよう
に設計されている。
コ ン トロ ー リ ン グ
計画 に対 す るパー フ
ォーマ ソスを測定 せ
よ。
組織 を通 じて逸脱 を
修正せ よ。
組織機構 をめ ぐって
確立 され た コン トロ開ル ・シ ステム。
の
目的
計画,組織の効率1情 報システム{逸 脱修正の情報1一
00MIS文 献 目録No・48参 照.
(iDMIS文 献 目録No・48参 照.
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こ うして,マ ネジ メン トの職能であ る計画化,組 織的,統 制 とい う3つ の
プ ロセスは,組 織化 の原理に システムズ ・アプローチを適用す ることに よっ
て,統 合的 な 関係枠 と して と らえ られ るのであ り,そ の全 体的ネ ー トワー
クにおける フ ィー ドバ ック ・メカニズ ムとして 作用す るのがMISな のであ 、
る。
か くして,サ イバ ネテ ィック ・システム と しての マネジ メン トは,J.E.
(12)
Rossに よ っ て,次 の よ うに示 さ れ る の で あ る。
一 一 一 一 一 一 →
コ ン トロ ー ル
?
ー
?
?
?
?
?
?
↓
一→
イ ソ プ ツ ト
マーソパ ワー ・フ ロー
マ ネ ー ・ フ ロ ー
原 材 料 の フ ロ ー
機 械 設 備 の フ ロ ー
情 報 の フ ロ ー
→
プ ロ セ ツ サ
組 織
フオーマル ・
マ ネジ ャー
イ ソフォ ーマル
マネ ジ メン ト
各 個 人 の 諸 技 術
集 団 の 諸 技 術
→
ア ウ トプ ツ ト
目的,目 標,戦 略,
組 織 目標(利 用者 の
必 要 と 要 求 に 応 じ
る)
→
フ イ ・ 一 ド パ ツ ク
マ ネ ー ジ メ ソ ト ・
イ ソ フ ォ メ ー シ ョ ソ ・シ ス テ ム
この モデルは,(a)諸資源 の フロー,(b)現代組織理論,(c)マネジ メン ト・
プ ロセス と マネジ メソ ト諸職 能,(d)マネジ メン ト諸学派 の諸技術,お よび
(e)MISを包摂す る もの として,そ の概念的枠組みを提示 した ものであ る。
V
非常 に多 くの経営管理者の意思決定が常規約で反復的であ るとい う事実に
もかかわ らず,こ れ らの諸意思決定 をプ ログ ラム化 す る努 力をす る経営管理
⑫MIS文 献 目録No・48参 照.
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者 は少 ないので ある。MISへ のア プローチは,プ ログラム ドな諸決定 がな
され うる方法を 構造化 し,改 善す るため の 大 きな期待を 担 ってい るのであ
る。
ここで ゐ重要 なポイン トは,意 思決定過程 とマネジ メン ト活動 との一体化
を どの ように と らえるべ きかであ る。 そ の点についてのH・A・SimQnの 諸
q3)
理論を発展させれば,そ れは次の ように示されるであろう。
(マネ ジメ ン トの活 動)(マ ネ ジメ ン トの階層)
?
StrとtegicPlanning
Manageria1Contro1
0prationaI
Control
(意思決定の型)
Management
Middle
Lo、yer
Nonprogra㎜ed
Decisions
Programmed
Decisions
H.A.Simonは,組織的行動は意思決定過程の復雑なネヅ トワークである
と定義 し,すべての決定は非合理性 とい う点か らして妥協の産物であ り,完
全無欠のものではな く,一定の条件のもとで最善のものだとい うのである。
そ して,意 思決定過程における価値的前提 と事実的前提,管 理活動における
合理性 と非合理性 とを,彼 は組織における個人的意思決定過程の理論,組 織
(14)
におけ る影響力の理 論,組 織的均衡理論 として展 開す るので ある。
H・A・Simonの展 開 した3つ の組織理論 に対応 させ て,DecisionMaking,
Communication,Balanceとい う3つ の統合 プ ロセスを位置付け て考察す る
ことは,有 意義な発展性を示 唆す るもの といえ よう。
この よ うに,プ ログ ラム ドな 意思決定 と ノソプログラム ドな 意思決定 と
に,マ ネジ メン ト活動を識別す る ことに よって,意 思決定過程 と管理過程 と
が,組 織 的意思決定 の過程 と して一 体化 され るので ある。
⑬MIS文 献 目録No.8参 照.
⑭ 松 田武彦外 共 著r米 国経営学 ・上』(1956.東洋経済新 報社)参 照.
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→
i外部情報
内部情報
↓
?
?
?
?
?
?
↓
↓
↓
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
一
?
?
?
?
?
?
?
「詞
陣?
?
?
?
↓
MIS設 計の諸 目標 の1つ は,決 定 ル ール や プログラム ドなアプ ローチに
よって,解 決 へ と導 くよ うな 問題決定 ルールを 案 出す る ことであ る。 そ し
て,MISへ の アプローチのお もな部分 は,そ の よ うな 決定 ル ールを設計す
るため の管理科学的諸技 術であ る。
ここで,プ ログラム ドとは,コ ン ピ ュータの決定ル ール と して,情 報 の 自
動化 をはか る ことを意味 し,プ ログラム ドな意思決定過 程は,情 報 システム
と決定 システム とを連結す る,情報決定 システム と してと らえ られ る。 また,
ノンプ ログラム ドな意思決定過程は,マ ン雷マ シン ・システム として と らえ
られ るので あるが,そ の領域は,次 第 に プログラム ド化 され る傾向にあ る。
J・E・Rossは,意思決定 の 自動化・ プ ログラム ドな決定について,次 図
くユの
のような関係枠を示 して説明する。
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
コントロール
目 標
パフオ マーンスの規準
時間とコストの制約
最 適 配 置
な ど
!ゴ ン トロー ル ノ
'
'■ 暉口騨 噛一■■,'
.'
ぢ/i〆
デ1
' アウ ッ ト
「
イ ンプ ッ ト
→
プ廿セッサ 自動的決定,意 思
決定者への情報,
あるいは他のシス
テムへのインプット
外部および内部
の諸要素に関す
る情報
『
コ ンピュー ウ
Oo
決定 ルー ル
→
■r
)
,'
,'
'
ブ イー ドバ ツク
⑮ .MIS文 献 目録No・48参 照.
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か くして,意 思決定 のため のシステ ムの型 は,プ ログラム ドな意思決定過
　 　 　 コ 　 　 　 　
程 を と りあつか う自動決定 システム(情 報 決定 システム)と,ノ ソプ ログラ
　 　 　 コ 　 　
ム ドな意思決定過 程を と りあつか うマンーマ シン ・システム(決 定情報 シ冬
　 　
テム)と に大別 され るので ある。
マネジ メン ト職能 とMISに 関 して,す でに,情 報 システムの機構 のなか
に,マ ネジ メン ト職 能を組み込むための概 念枠 は考察 されたのであ るが,そ
の実践への根本課題 こそ,ま さに,情 報 システ ムへのManagerialInvolve-
　 り 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 し　 　 　 　 　 　 　 　 の 　 　
ment(経営管理者が熱意をもってものごとに取 り組む態度)の必要性であろ
う。
VI
経営 システ ムの概念が 相 当に広 義に 用い られ るように,MIS,とい う言葉
も,現 在数多 くの意味 を もってい る。 いずれに しても,経 営 システム とMIS
とは,``ManagementJungle"として の 共 通 性 を もつ ことにな る。A.M・
McDonoughらは,こ の両概念を まった く同義 に理解す る立場 さえ とるので
あ る。
MIS設計への アブP一 チを試み る前畢条件 と して,次 の よ うなMISに つ
い ての階層的理解 を提 唱 したい と考える。す なわち,
StrategicPlanning
:Ianagerialcontr()1
Operati{)nalc・ntr・・1
PlanningMIS
ManagerialMIS
OperationalMIS
、
この ようなMISの 階層的構造 の もとに,今 までのMIS論 議 を 再検討す
れば,概 念的 にはPlanningレベルに達 していても,実 施 され た ものの大半
がOperationalレベルにす ぎない ことは明白であ る。
情報 システ ムの設計理念 としては,次 の3つ があげ られ る。す なわち,
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a)IDP
b)TotalSystem
c)IntegratedTotalSystem
IDP,す な わ ちIntegratedDataProcessingとい う 用 語 は,1954年 に
AMAとUnitedStatesSteelによ っ て 作 られ た の で あ り,デ ー タ の 入 手 か
らそ れ 以 後 の 処 理 まで の 全 体 が 一 貫 して 行 な わ れ る シ ス テ ム に な っ て い る デ
ー タ 処 理 方 式 の こ と で あ る。
EDPSが,ど ち らか と い え ば 情 報 の 処 理 に 関 す る面 を 強 調 す る の に 対 し,
オ ンラ イ ンリア ル タイ ム
IDPSは情報 の移送に関す る面を強調 している。OLRTシ ステムな ど,情
報 の移送に関す る 自動化 は,情 報 の処理に関す るそれ に比べ て,相 当に遅れ
てい るといわざるをえない。 しか しなが ら,今 後,情 報 システムが マネジ メ
ン トのなかで生か され るために も,IDPの 重要性 は高 まる一方であ ろ う。
こ うしてデ ータ処理 システムは,ま す ます大規模一貫集中処理方式 を特徴
とす る情報 の大量生産時代をむかえ る ことにな るが,こ の情報 の氾濫時代 を
通 じて,情 報 の価値 とコス トが注 目され るよ うになる。必然的に,デ ータ処
理 システムは,情 報処理 システム として,情 報 の量か ら質へ の転換をはか る
ことに な り,1960年代になって トータル ・システ ム概念 の実用化 の段 階をむ
か えたのである。
トータル ・シス テムの概 念 とは,も ともとシステ ム設計 の場合に,相 互に
関連す るシステムを集めて,1つ の システムを作 ろ うとす るものであ る。基
本 的にはあ る1つ の メカニズ ムを通 じて,全 体 の諸要 素を コン トロール し,
調整す るもので あ り,そ こにサ ブシス テムが構成 され,ト ータル ・システム
は,各 サ ブシステムのあいだに存在す る有機的関連性 の総体をあ らわす もの
とな る。
この よ うな トータル ・システムの概 念は,企 業組織 の大規模化 と複雑性 の
増大,そ れに ともな う情報処理 システムの研究 開発 に よって,次 第 にその意
味 も変遷 して きてい る。 また,情 報処理方式 が変遷す るなかで,は た した役
割 も大 きいものがあ る。
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しか し実際的には,い くつかの 主要 サ ブシステム を 次 々に実用花 した上
で,次 第に統 合化 をはか るとい うIntegratedSystemの方式が一般的であ
る。IntegratedSystemの概 念は,各 サ ブシステムの機能を,相 互に より
密接 に関連 しあった全体の機 能に集合 させ るための,機 能結合 のプ ロセスを
示す のに用 い られ る。
　 　 　 　
こ う して,主 と して 要 素 結 合 の プ ロ セ ス を 示 すTotalSystem概念 と,も
　 　 　 　
う一 方 の 機 能 結 合 の プ ロ セ ス を 示 すIntegratedSystem概念 とが,次 第 に
統 合 の プ ロ セ ス を あ らわ す た め の,IntegratedTotalSystem概念 を 形 成 す
る こ とに な る の で あ る。
情 報 シ ス テ ム設 計 へ の ア プ ロ ー チ と して は,次 の3つ が あ げ られ る。 す な
わ ち,
a)プ ロ グ ラ ム/デ ー タ ・ベ ー ス の ア プ ロ ー チ
b)S.C.ブ ル メ ン タ ー ル の ア プ ロ ーチ
c)イ ソ ダ ス ト リ アル ・ダ イ ナ ミ ッ ク ス の ア プ ロ ーチ
プ ロ グ ラ ム/デ ー タ ・ベ ー ス の ア プ ロ ー チ は,お も に コ ン ピ ュ ー タ ・ベ ー
ス の プ ロ グ ラ ム と デ ー タ ・ベ ー ス を 分 析 す る た め の 分 類 法 で あ る。 そ れ は,
(16)
R.N・Anthonyの展 開 した,一 般 的分類法に もとついてい る。 このア プロー
チは,情 報 システムが潜在的利益 を もた らす よ うな意思決定 への適用 を検証
す る ことに価値 をみ とめる もので ある。
S.C,ブル メン タール の アブPt・一チは,次 の3つ の概 念を背景に展開され
た アプ ローチ といえ よ う。す なわち,(1}J・W・Forresterによる企業 の 「情
報一 意思決定一行動」 モデ ル,(2)H・A・Simonによる プ ログラム ドな意思
決定 と ノソプログ ラム ドな意思決定 の分類,な らびに(3)R・N・Anthonyの
計画化 と統制 の フレーム ワークとい う3者 の概念 の融合 した アプ ローチであ
(17)
る 。
ブ ル メ ソ タ ー ル のMIS概 念 は,オ ペ レPtシ ョ ン ・ ロ ジ ス テ ィ ッ ク ス の レ
⑯MIS文 献 目録No20参 照.
⑰MIS文 献 目録No.38お よびNo。10,No・8,No・20参照.
、
160 商 学 討 究 第25巻 第1・2号
ベルでの コン トロール ・メカニズムを中心に して展 開され てお り,フ レーム
ワークとモジ ュールの構造方式 を採用す ることに よって,き わめて精緻化 さ
れた実行可 能なモデルを示 している。
イン ダス トリアル 。ダイナ ミックス の ア プローチは,周 知 の とお りMIT
のJ・W・Forrester教授を中心 とす る グループにみ られ るもので,と くに,
(夏8)
システ ム設計 におけ る意思決定 分析 の面で有効な用具で ある。
D・P・Nortonらに よれば,情 報 システ ム設計 への ア ブP… チ と しくは,
3つ のなかで もっとも よく構築 された ものであ り,情 報 システムを分析す る
ための分類法,フ ローチ ャー ト・アプローチ および コソピ ュータ ・シ ミュレ
ーシ 雪ン技術 の うち ,い ず れについて も他 のアプ ローチに まさってい る とし
く　
(,次 の よな図解を示 してい る。
難1↑l
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琶8
88器{ona'
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l
●``Programsフdatabase
●Blumenthal
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情 報 シ ス テ ム設 計 上 の統 合 プ ロ セ ス と .して は,次 の3つ が あ げ られ る 。 す
な わ ち,
⑱MIS文 献 目録No.10参 照.
⑲MIS文 献 目録No.60参照.
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a)CommunicationProcess
　
b)BalallceProcess
c)DecisionMakingProcess
これ ら3つ の 統 合 プ ロ セ ス は,い ず れ も情 報 シ ス テ,ムを 設 計 す る上 で,考
慮 しな け れ ば な らな い も の で あ る。 と くに,そ の 具 体 的 設 計 を 展 開 す る た め
　 　 コ 　 　 　
には,IntegratedTotalSystem概念に もとつ く統合 プロセス こそ,不 可欠
な条件 とな っているので ある。 また,こ こでの統合 プ ロセスの展開 こそ,ま
さに組織 システムの具 体的展 開に ほかな らない。
しか しなが ら,現 在 までの ところ,こ れ ら3つ の 統 合 プ ロセスの 相互 間
に,有 機的関連枠は完成 されていない。その最大の原因は,コ ミュニケーシ
ョン単位 あるいは 情報の単位,組 織 システムの 構成要素 としての 人間の介
在,お よび決定の単位 とい う相互 の プロセス間にみ られ る,共 通 ネ ッ トワー
ク形成 の困難性にあ る。 これ ら相互 の プロセスにおけ る有機的 ネ ッ トワーク
の確 立な くして,統 合の プロセスは完成 されず,そ の鍵 となるのは人間その
ものであろ う。
すでに明 らか な よ うに,情 報 システ ムの設計に対す る現代的要請 は,情 報
システム(コ ミュニケーシ ョン ・プ ロセス),行 動 シス テム(バ ランス ・プ
ロセス),お よび 決定 システ ム(意 思決定 プ ロセス)と い う3つ の統合 プ ロ
セスか ら形成 され る複雑なネ ッ トワークとして とらえ られ る企業組織 を対象
とす る ことであ る。 ・
しか しなが ら,企 業に おけ る コンピ ュータ利用についての人間の頭脳 の活
用程度は,す でに展 開 したIDPの ・1/ベルに達 したのがや っ とで あ り,Tota1、
Systemのレベルについては そのほ とん どが 設計図の段階 のみ,iIntegrated
TotalSystemのレベルにつ いては 情報一決定 の局面 あるいは情報一 行動,
決定一 行動の局面が部 分的に考察 されたにす ぎないのであ る。全体 と しての
統合 の プロセスの形式 につい ては,未 着 手同然 であ り,そ の最大の原因は,
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人材 の欠如であ る。
トータル ・インフォメーシ ョン ・システ ムズ の 確 立 の た め のMIS設 計
が,そ の本来の意味 での全体的情報の ネ ッ トワークをめ ざ した と して も,そ
の実現性 については,非 現実的であ るとい う認識が一般的であ る。情報 の価
値 と コス トの面か ら考 えて も,一 部の熱狂的 なシステム設 計者 にみ られ る よ
うな,盲 信的適用を極力 さけ る傾 向が顕 著で ある。
企業組織 に 対す る コンピ ュータ ・ベ ース の トータル ・システ ム設計 とし
て,最 初 に登場 した代表的 な考 え方は,1961年にIBM社 が開発 したMOS
(managemen七〇peratingsystem:標準経 営管理 方式)の 概念 である。 これ
は総 合的生産 管理 シス テムともい うべ きもので,こ のMOSと 類似 した総 合
的管理 システムは,そ の後 も数多 く開発 されたばか りでな く,実 用化 された
ものもある。
これ らのシステムに 共 通す る特徴 は,(1)マネジ メン ト機能 の有機的統 合
ネ ッ トワーク化,② モジ ュール構造 に よる サ ブシステ ム相互 の統 合ネ ッ ト
ワーク化,(3)情報処理 についての統合 ネ ッ トワー ク化 な どである。
しか し,こ れ らの システムは,い ずれ も企業活動 のなかで,お もにオペ レ
ーシ ョナルな レベル の 業務 に関す る マネジ メン ト機能に 奉 仕す るもので あ
り,と くに生産活動 を中心に とりあげている ものばか りであ る。
トータル ・イン フォメ ・ー一・シ ョン ・シ ステ ムズ の 確 立 を め ざ すMISの 設
計者達 に,最 大 の 警鐘を うち な らしたのは,は か らず もPPBS(Planning
ProgrammingandBudgetingSystem)の企 業 組 織 へ の 適 用 と い う 諒 み の
結果 であった。PPBS(1961)とは,大 規模組織の活動 の多様性 を統合化 し,
長期 計画P1(計 画化)と 年 次計画B(予 算化)に 有機的 な橋P2(プ ログラ
ミン グ)を かけ,経 営管理 の全体的効果性を高め る トータル ・マネジ メン ト
的 な意思決定 のシステムであ る。 鴨
PPBSの最大 の特 徴は,長 期的経営戦略の技術であ ると同時 に,プ ログ ラ
ミン グ段階を通 じて,短 期的管理技術に も有機的な活用 を可能にす る点であ
る。 このモデルは,国 家に とって も企業に とって も非常に有効 な戦略的計画
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の 手段であ ると 考え られ るので あ り,そ の 「費用対 効果 分析」 と 「資源の
最適配 分」 とい うシステムズ ・アナ リシスの手法を特徴 とす るので ある。 し
か しなが ら,こ のPPBSを 企業 組織 へ適用す るためには,す でに組織内に
MISが確 立され ていて,プ ログラ ミソグ段階での有機的なかけ橋 を可能にす
ることが前提条件 となることには,と くに留意 しなければな らない。
この よ うなPPBSか らの 警鐘 は,そ の前提条件 と してのMISの 確立に
は,無 尽蔵 ともいえる資金の投 入が必要 とな り,そ の上 さ らに,そ の適用の
試みのなかにみ られ た,組 織 の現場階層か らの反発 とい う厚 い壁に あったの
であ る。
トータル ・システ ムとMISの 機構をめ ぐっての活発な論争 を対別すれば,
次の とお りである。す なわち,情 報 システ ムの各 々の改善 を導 く トータルな
システム設計概念 こそ もっとものぞ ま しい とす るア メ リカ海軍(U・S・Navy)
な どの意見に対 して,J.Deardenは,MIsは妄想であ ると極言す るのであ
(20)
る。
しか し,J・Deardenの発言 は,MIsの 確 立を全面的に否定す るとい うよ
りは,む しろ トータル ・システム概 念を固守す るあま りに進展 しない現状 を
打破す るために と理解すべ きで あろ う。それ ばか りでな く,MISの設計確立
をいそ ぐあ ま りに,す でに指摘 した ように,オ ペ レーシ ョナル ・レベルで の
適用を中心 とす る 現実 か ら遊離 しす ぎる点に 対す る 警鐘 ともいえるであ ろ
う。,
情報 システ ム設 計へのアプ ローチ と して,す でに と りあげた3つ のア プロ
ーチの適用領域 の範 囲 と構造化 の程度につ いて,F・W・1ytcFanlanらは,次
くをリ ア
図 の ような まとめ方 を示 してい る。
⑳MIS文 献 目録No.51参 照.
⑳MIS文 献 目録No・60参 照.
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そ して,企 業 組 織 を 構 成 して い る3つ の プ ロ セ ス,す な わ ち プ ラ ソ ニ ン
グ ・プ ロ セ ス,マ ネ ジ メ ン ト ・プ ロセ ス,お よび ロ ジ ス テ ィ ッ ク ・プ ロセ ス
と い う各 プ ロ セ ス の 相 互 間 に 情 報 の フ ィー ドバ ッ クを 確 立 す る こ と こそ,ト
ー タル ・イ ン フ ォ メ ー シ ョン ・シ ス テ ム ズ と し て のMISと な る で あ ろ う。
H・1・Ansoffは,これ ら3つ の プ ロセ ス と意 思 決 定 プ ロセ ス と の ネ ッ トワ ー
く　の
ク化 をね らった モデル構成を,す でに発表 してい る。・
H・1・Ansoffの意思決定 モデルの特徴は,企 業内外の環 境への適応的行動
に最大限の留意 をは らいなが ら,し か もロジステ ィック ・プ ロセスの レベル
か ら,順 次に,マ ネジ メン ト・コン トロールの プ ロセス,プ ランニングの プ
ロセスへ と,す べ てのプ ロセスにわた って,意 思決定 プロセス との一 体化構
造を示 している ところにあ る。 と くに,予 測機能 を もつ 意思決定 プ ロセス
(投射法的 プランニ』ング)と い う新 しい観点を付加す ることに よって,PPBS
にみ られ る と同様 な長期計画(予 測機能)と 短期計 画(予 算機能)の あいだ
に行動 計画(プ ログ ラ ミング)を 介入す る ことに よって,L二Lク な体系化
をはか っている。H・1・Ansoffのモデル の最大の特徴は,PPBSの 企業組織
への適用 モデル として展開 され てい る点であ り,と くに 「企業 家的 プラニソ
グ」 とい う名称を付 して展 開 され ている。
以上 の ようなMISの 展開は,そ の大半がい まだ現実 の もの とは なってい
ない。 しか し,す ぐさまJ・Deardenの指摘 す る ように,こ れ らのモデルそ
のものを否定す ることには同意で きない。確か に,MISは 妄想 とな りかねな
い。 なぜな ら,い か に コン ピュータ ・ベ ースの情報 システ ムが開発 され続 け
　
た と しても,す でに展 開 しておいた 「組織 システ ム」 の一部分にす ぎない フ
ォーマル組織 さえ も,充 分には カバ ーできないか らであ る。 ま してや,そ の
組織 システムをは るか に上 まわ るインフォーマル組織については,と うてい
カバ ーで きるものではない。
⑫MIS文 献 目録No.19参 照.
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MISの 適 用 領 域 は,上 図 に み られ る よ うに,イ ン フ ォ ー マ ル 組 織 ま で も
考 慮 す べ き で あ ろ うが,現 実 に はCBISに と ど ま っ て い る。 しか し,1960
年 代 のMISが オ ペ レ ー シ ョナ ル ・レベ ル の 情 報 の 自動 化 に 貢 献 した とす れ
ば,1970年 代 のMISは,次 第 に そ の 適 用 領 域 を 拡 大 して,マ ネ ジ メ ン ト ・
'
コ ン ト ロ ー ル,さ らに は プ ラ ニ ン グ ・レベ ル に い た る まで の,意 思 決 定 プ ロ
セ ス で の コ ン ピ ュ ー タ 活 用 を め ぎす も の と な るで あ ろ う。
(49.9.9.)
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